
社は、複合ビルや体育ؗなどओに大型施設の建築現
場で組み立てられる、鉄ࠎの加工を行ͬている。発注ސ
٬から図໘を受領し、一次加工（材料のߪ入、寸法に合
Θせた断、ද໘ݚ）、Ծ組み立て、溶、検査、ృ装、
発ૹまで工場内でෛ加工している。多छにΘたる鉄ࠎ
の加工をՄ能としていることから、全国工工業協会の
̝グレード工場にೝ定されており、全国から様々な建築
物の鉄ࠎ加工を受注している。
社ではҎ前より、地震の༳れから建築物をकる、高
い製造技術が求められる「制ৼブレース（ے交い）」を製
造してきており、平成 23年の東日本大震災後、建築物に
は高い耐震性が求められており、この製品の需要は今後、
全国的に増͑るものと期している。
制ৼブレースとは長方形のもので、その中心となる軸
の部材にೈらかい鉄材（中心߯材）をेࣈ形に組み、組
まれたあとの 4ケ所の空ؒ部分に、4本の֯型߯管で෴ͬ
たものであり、中心߯材の周りを֯型߯管で෴うことは
中心߯材の補߶に繋がる。地震がىきた際、中心߯材の
৳縮により建物の༳れをٵ収し、制ৼの割を果たしま
す。この製品は構造上、中心߯材が円に作動すること
が最も重要なことであるため、中心߯材の的確なԼ地ॲ
理が要求されている。
これまで社のԼ地ॲ理は、人手によりओにサンダー
を用いて行ͬていたが今後、需要の増加が予されるこ
とから本補助事業によりショットブラストマシンを導入
し、作業の効率化を図ることとした。
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成果
人手に比べ、大幅な時間短縮、労
務費の削減、品質の向上が得られ
た。これら作業効率の向上は、今
後の新規顧客の獲得、受注拡大、
雇用の拡大に寄与するものである。

経緯
大きな地震災害の発生が懸念される昨今、建築物の耐
震化への動きが加速している。当社が得意とする「制
振ブレース」の受注拡大を狙い、これまで主に人手で
行っていた「制振ブレース」の下地処理を自動化し、
作業効率の改善に取り組んだ。

実施内容
鉄の粒を噴射するこ
とにより、鉄骨表面
のさびや汚れを落と
すショットブラスト
マシンを導入。
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制ৼブレースにݶらͣ、材料として入れた鉄ࠎは加
工や組み立て前にさび止めృ装を施すԼ地ॲ理が必要で
ある。ࠇൽとݺばれるさびやԚれをམとし、鉄ࠎද໘を
平に整͑るݚにより、さび止めృ料がۉ一にృさ
れ、その後のྼ化を防止し、加工後の精度向上にもݙߩ
するものである。ݚはこれまで人手で行ͬており、作
業ؒ࣌など効率的でなかͬた໘も多かͬたことから、本
補助事業で、このݚ作業を自動で行うショットブラス
トマシンを導入した。
導入したショットブラストマシンとは、鉄ࠎをϕルト
コンϕアでマシンの中にૹりࠐみ、直１ܘNN΄どの鉄
の粒をマシンの中にある鉄ࠎに強力ないでਧき付け、
さびやԚれをམとし、鉄ࠎのද໘を平に整͑るもので
ある。このマシンは、̝形߯であれば෯ 75NNº 高さ
150NNʙ 500NNº1,000NN、等ล̝形߯であれば෯
250NNº 高さ 250NN ʙ 500NNº500NN の鉄߯ࠎ
材に対応でき、１ճのパス（鉄ࠎを機械に通すこと）で
全໘ݚ、部分ݚを自動で行うことができる。
社では、このマシンの導入にઌ立ち、メーカーに出
向きૢ作ߨश会を受ߨした。その後、工場内の機械ਾ͑
付けピットの工事を行い、平成 27 年 2月Լ०にマシン
のਾ͑付けと試運సをऴྃし、同年 4月中०より生産స
用している。

これまで人手による１本の鉄ࠎをԼ地ॲ理する場合、

鉄ࠎの設置からݚऴྃまで約１ؒ࣌ 30分を要していた
が、ショットブラストマシンの場合は、ेඵ΄どの 1
ճのパスで、すり 0�45（+"44�ຎࡲ໘ॲ理ج४）
を確保することができ、大෯なؒ࣌短縮を図ることがで
きた。サンダーでのԼ地ॲ理は、重いサンダーを࣋つこ
とによる体へのෛՙや、ݚ作業中にう粉ਖなど作
業者へのෛ୲も大きかͬたが、このマシンを導入したこ
とで作業者の安全へもد༩することとなͬた。
また、鉄ࠎ加工工程では、強ݻな合を目的としてຎ
の合部のද໘をҙ図的にૈくࠎが上がるよう鉄ࡲ
上げることができるなど、このショットブラストマシ
ンは鉄ࠎの྆端、ย端、ボルト݀検知など部分ॲ理もՄ
能である。１本の鉄ࠎに対し、部分的に異なるݚを１
ճのパスで行うことができるため、作業の効率化や࿑務
අの大෯ܰݮにもつながͬた。
また、このマシンの運用は作業һの経験年による品
質のばらつきもなくなり、上がり精度のۉ一化が図ら
れたう͑に、製品の品質もྑ好な݁果をಘている。現在、
Լ地ॲ理の必要な約 �割の部材には、このショットブラ
ストマシンによるॲ理を行ͬているঢ়گである。

東日本大震災や۽本地震の発災Ҏ߱、予されている
ट直Լ型地震や南海トラフ地震などに対する防災ҙࣝ
が֤地で高まͬており、耐震構造による建築工事も増加
の一్をたどͬているঢ়گにある。また平成32年（2020
年）には東ژオリンピックも開࠵される予定であり、今後、
社が製造する制ৼブレースを含Ή耐震建築用の鉄ࠎ材

の大෯な需要がࠐݟまれている。
ै来の人手によるԼ地ॲ理では、発注元の量や品質
要求に充分に応͑ることができͣにいたが、ショットブ
ラストマシンの導入によるԼ地ॲ理の大෯なؒ࣌短縮は、
量的増産をՄ能とし、また品質の向上も期される。こ
のことから社では、制ৼブレースの受注拡大へとつな
げていきたいと考͑ており、ক来は社内に制ৼブレース
をઐ門に製造する部ॺを設けることも検౼している。こ
のショットブラストマシンは、̝形߯や等ล̝形߯の加
工をは͡め、ଞの鉄ࠎ材の加工にも使用できるため、工
場全体の作業効率化の向上にもつながり、ै業һの業
。短縮などの成果もಘられているؒ࣌
今後は、マシンに載されている様々な機能をۛຯし
実ફすることにより、効率的なՔಇへつなげるとともに
現在、マシンの運సはݶられたै業һだけの運用にとど
まͬており、ૢ作ݚमを重Ͷ、ૢ作できる人һを増やす
こととしている。
社は現在、工場の中で分業制をෑいているが、今後
はै業һが୲部ॺをӽ͑、ԣ断的に作業を行うハイブ
リッド型分業体制の構築を目指す。今ճのマシン導入に
よる人的、ؒ࣌的༨༟を社һڭ育等に活用し、ଞ部ॺで
の作業をՄ能とする多能工を育成していきたい。
また、ショットブラストマシンの導入による受注の拡
大や生産力増強は、社全体の収益向上となり雇用の拡
大にもつながるものと期している。

１mmほどの鉄の粒を高速で打ち付けることにより、鉄骨表面のさ
びや汚れを落とす。

さびや汚れのついた状態の鉄骨（左）と、ショットブラストマシン
により研掃を行った鉄骨（右）。

手元の操作パネルで、研掃の細かな設定をする。

ベルトコンベアでマシン内に送られる
鉄骨。

代表取締役の榊佳史さん。「企業は成長
し続けなければならない。そのための
新設備の導入」と話す。

部分的に磨きの粗さを変えることもできる。
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